
：形状変位および質的要件（漏水・空洞化等）について調査（点検要領に基づく） 
：形状変位を主とする調査（単体では要領を満たせないので、スクリーニングとしての役割） 

高 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
低 

狭                               広 

頻度 

調査範囲 

ALOS-２干渉SAR解析手法 
(4回/年程度, 2回以上でcm精度） 
十数以上のデータでmm精度（目標） 

水準測量 
（1回/5年以内,  
mm～cm精度） 

目視点検（2～3回/年） 

航空レーザ測量 
（1回/5年以内,  
 15cm精度） 

干渉ＳＡＲ解析 ＧＰＳ水準測量 
（A)地上の観測機器 不 要 受信機が必要 

（B)変動量 面（但し、2回以上の計測が必要） 点 

（C) 連続観測 不可（ALOS-2では最大14日毎） 可 能（24時間可能） 

（D)変動量の絶対値 変化してない箇所を基準に計測可能 可能 

河川堤防における現状の点検や測量とALOS-2干渉SAR解析手法との比較 

１１．現状手法と提案システムの技術マッピング 

UAV、地中レーダ等
によって範囲拡大 
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出典： Multi-temporal SAR interferometry reveals acceleration of bridge 
sinking before collapse ,Sousa and Bastos ,2013 出典：地下鉄建設、道路、 TRE(Tele-Rilevamento Europa)、イタリア  

道路の沈下 

落橋 
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１２．海外の事例 

地下鉄建設 

地下鉄建設に伴う沈下の監視 

欧州では、干渉SAR解析結果の石油生産者への情報提供が主流 
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1.SAR解析結果と実測
データとの比較評価 品質向上のためのSAR解

析手法の高度化 

2.異常箇所検出条件・精度整理 

（成果）SAR解析アルゴリズム、ﾏﾆｭｱﾙ案 

ガイドライン・指針の整備 

国内社会実装 
（本格運用） 

解析アルゴリズム特許取得 

・解析誤差の定量的評価 

・異常箇所と解析結果の照合 

現
在
の
実
証
実
験
範
囲 

土木学会等での発表、
査読付き論文投稿 

現場検証による再現性確認 

・対象毎の整理（例：堤防天端の舗装仕様の違い） 

1３．SIPインフラ維持管理・更新・マネジメント技術/モニタリングシステムの現場実証 
河川堤防・港湾における実証実験の範囲と出口への流れ 

管理者による利用実証 

・複数現場での利用実証 ・新規整備（広域性・定期性など活かした一括点検） 

海外展開 異常箇所の検知 
詳細点検の提案 

補修工法の提案 

モニタリングシステムの開発・運用・更新業務 

ビジネス 

・システムの保有者、発注ロットの単位（全国、地整他） 


